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《達磨画讃》



　
新
年
を
白
隠
禅
師
に
よ
る
書
画
展
で
迎
え
る
よ
う
に
な
っ
て
十
数
年
。
古
よ
り

駿
河
の
国
に
過
ぎ
た
る
も
の
と
し
て｢

富
士
の
お
山
に
原
の
白
隠｣

と
広
く
世
に

は
や
し
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
沼
津
は
日
本
精
神
文
化
を
代
表
す
る
こ
の
二
大
シ
ン
ボ
ル
を
擁
す
本
当
に
恵
ま

れ
た
地
で
あ
る
こ
と
を
も
っ
と
誇
り
に
し
て
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
今
回
の
展
示
に
つ
き
ま
し
て
も
白
隠
と
こ
の
地
を
愛
す
る
方
々
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
頂
き
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

白隠禅師（1685 年～ 1768 年）     

東海道原宿に生まれ、各地を行脚した後に

故郷に戻り、50 年近くにわたって松蔭寺の

住職を務めました。 また、50 代以降には、

請われて各地で講義を行うとともに、膨大

な著作や書画を残しており、終生にわたり、

様々な方法を駆使して法を説きました。人

の往来が激しい東海道の沿道で、時代に即

応した禅を広めた僧として知られています。

松蔭寺には遷化の翌年に完成した白隠禅師

坐像があり、虎視牛行（こしぎゅうこう）

と言われる鋭さと厳しさを感じることがで

きます。

—沼津市ホームページより—

《布袋と寿老の蹴鞠　双幅》

《達　磨》
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《蘭》

《蟻と臼》

《寒山拾得》

注：都合により作品の差し替えがございます。

ぬましんストリートギャラリー
https://www.numashin.co.jp/street/

https://www.numashin.co.jp/street/

●沼津信用金庫本店のウィンドウギャラリー     ●JR沼津駅南口より徒歩5分      ●夜10時までライトアップ

沼津信用金庫本店 〒410-8610 沼津市大手町5-6-16
                      TEL 055-962-5200

鍋島正一展　光の街 –水の國
2022年11月1日（火）～11月25日（金）

第415回 ぬましんストリートギャラリー

東京駅　120号

　海外旅行の往来がはじまり街に賑わいが戻りつつある中、今月は
画力溢れる鍋島画伯の水の都ベニスや、雨上がりの夜の光に浮かぶ
東京駅を描いた大作等、光の中で色彩輝く作品をお楽しみください。
　ご来廊をお待ち申し上げます。

《作家ご挨拶》
　欧州、とりわけ長く滞在し親しんできたイタリア風景を描いてきました。
澄み切った空気の中、強い光が造る明暗のコントラスト、柔らかい空気が
醸し出す色彩の調和など尽きることのないテーマです。思えば、風景の中に
光と水を求めて来ました。そんな中で、ようやく東京や日本の風景の魅力に
気づいたところです。手強い相手ですが、都会の片隅に咲く草花や夕日に
闊歩する人々の後ろ姿、夜の雨に濡れた歩道の揺めきをヒントに仕事を進めて
いこうと思っているところです。

沼津信用金庫本店のストリートギャラリー
JR沼津駅南口より徒歩5分／夜 10時までライトアップ


